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論文内容の要旨

2010 年前後に全国的ブームとなり、各地で盛んに作られたご当地キャラクターは、現在では一

時の勢いを失い、各組織での活動再検討の動向が見られるようになってきた。本論は、ご当地キ

ャラクターを、単なる流行ではなく、時代変遷のなかで必然的に出現した現代の「地域コミュニ

ティにおける象徴的造形」と位置づけ、キャラクター生成の具体事例の収集と分析から、コミュ

ニティと造形の一般性を有する関係理論を導き出そうとするものである。

第 1 章は、日本における紋章発生とそれらの地域象徴への変化を振り返り、それらと、架空存在

を図像化して親しむ古来の文化との融合が、日本独特のご当地キャラクター発生と受容の背景と

なったことを述べ、第 2 章では、戦後の国体でのマスコットキャラクターを底流に、地方分権一

括法（1999 年）を契機とした地方価値の再認識が、ご当地キャラクターを生み、その後のメディ

ア露出、図鑑等出版、大型イベント開催といった一連の社会現象の概況を確認している。第 3 章

は、全国のご当地キャラクター運営組織を対象に実施したアンケート調査（回答数：104 件、回

答率：49.5％）より、生成過程、生成目的、効果に関する項目を抽出し、地域外への効果を期待す

る「対外的生成目的型」と、地域内への効果を期待する「対内的生成目的型」として分類し、数量

化理論Ⅲ類とクラスター分析によって、それぞれの生成過程の特徴を割り出し、さらに重回帰分

析を用いて生成目的の達成効果に影響を与える生成過程要素を、前者では「組織内トップからの

指示」、後者では「職員による投票」であることを明らかにした。第 4 章は、第 3 章の結果の、キ

ャラクター生成・運営の現場での文脈的理解を目的に、対外的生成目的型、対内的生成目的型に

属するそれぞれ 4 組（計 8 組）の運営組織へのインタビュー調査を行い、発話データを修正版グ

ランデッド・セオリー・アプローチ（Ｍ-GTA）を用いて分析した。分析結果として、組織内外の

目的や意図、過程と行動の意味を含む活動フローを表現するカテゴリー相関図を目的別に制作し、

前章量的分析結果の意味を深く理解するとともに、キャラクター生成・活用のための理論的構造

を明示した。第 5 章では、その検証を目的に、4 章調査対象の全運営組織へ、相関図に関する意

見聴取を行い、その妥当性を確認した。また、発話データのテキストマイニングから、互いに自

らとは逆の活動への接続を示唆するキーワード出現を確認できたことから、２つの相関図は無関
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係に独立したものではなく連続性のある一体的なものと理解し、円環を成す総合的相関図を作成

し、「地域コミュニティにおける象徴的造形」の生成・活用理論として提示した。

論文審査の結果の要旨

「ゆるキャラ」として親しまれてきたご当地キャラクターは、政府の地方支援の施策もあり、1

つのイベントに 1700 体以上のキャクターが参加するほど、異常な盛り上がりを見せた。地元産

品の販売促進や知名度向上、郷土愛の掘り起こしなど、ご当地キャラクターは地域なりの想いが

込められる機会であったと考えられるが、「ひこにゃん」「くまモン」に代表される成功事例に倣

った横一線の活動は、個々を埋没させ、人々の関心が離れる結果を招いたとも考えられる。多く

のキャラクター生成が、自治体あるいはその関連団体によるものであることから、そのプロセス

には、公募や投票といった市民参加の手順が含まれる例が多いが、プロに委ねた地域ブランディ

ングの一環としてのものもあり、ご当地キャラクターを一括りで理解することは、実は難しい。

申請者は、地元コミュニティの一員として、キャラクターの制作、運営に携わった経験から、自

治体、商工会、ボランティア、一般市民といった多様なステークホルダーが絡む活動の難しさを

実感しつつ、それ故の意義と可能性を強く感じ、それが本研究の動機となっている。本論中心部

分の第１段階では、全国のキャラクター制作の概況を把握するため、運営団体へのアンケート調

査を行い、団体特性、当初目的、生成手法、デザイン決定手順、効果度合いなどの回答を、複数の

量的解析手法を重ねながら、対外的と対内的といった目的別に有効な生成過程項目を発見してい

る。その結果は、対外目的の「組織内トップの指示」、対内目的の「職員による投票」といった意

外性を含むものであり、それを反映した目的別に有効な生成過程モデルを理論的に提示できたこ

とは評価に値する。この内容は、以下の論文 1 で発表し、本論３章でまとめられている。しかし、

解析で得た理論モデルは、現場の具体的事実とは切り離されていることから、その有効性への実

感が伴わない。そこで、第 2 段階では、アンケートに協力した団体群から、対外的、対内的に分

類できる例を選定し、インタビューによって、その生成と活用の実態・経験を発話として収集し、

M-GTA による丹念な質的分析から、理論モデルを意味・概念的に肉付けしたフロー図（カテゴリ

ー相関図）として導き出している。この内容は、論文 2 で発表し、本論 4 章部分を構成している。

さらに、この結果の検証目的に上記団体への再インタビューを行い、その発話のテキストマイニ

ングから、2 つの相関図の統合による包括的フローを提示しており、これは、ご当地キャラクター

に留まらない地域コミュニティにおける象徴造形形成のプロセス指標として捉えることが可能で

ある。異なる調査手法、解析手法を巧みに重ね合わせ、経験と理論、概念と事実の間を行き来し

ながらのプロセスに本論の特徴があり、そこから得られた結果が、実践性と一般性を兼ね備える

ものであることは、高く評価できる。

以下は、査読付き学術学会誌での掲載状況である。
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